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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成23年2月24日(2011.2.24)

【公開番号】特開2009-177506(P2009-177506A)
【公開日】平成21年8月6日(2009.8.6)
【年通号数】公開・登録公報2009-031
【出願番号】特願2008-14058(P2008-14058)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   1/04     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/10     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/107    (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  27/54     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   1/04    １０１　
   Ｈ０４Ｎ   1/10    　　　　
   Ｇ０３Ｂ  27/54    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成23年1月11日(2011.1.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　主走査方向に直線状に配置される複数の照明光源を有すると共に副走査方向に移動しな
がら原稿を照明する照明手段と、
　前記複数の照明光源にそれぞれ接続されると共に当該接続された照明光源を点灯させる
ための複数の駆動回路と、
　前記照明手段により照明された原稿から前記原稿の画像を読み取る読取手段とを備える
画像読取装置において、
　前記複数の駆動回路のうち故障している駆動回路を検出する検出手段と、
　前記検出された故障している駆動回路に接続された照明光源を故障していない駆動回路
に接続する切り替え手段とを備えることを特徴とする画像読取装置。
【請求項２】
　前記複数の駆動回路は、それぞれが少なくとも２つの照明光源を点灯する能力を有する
ことを特徴とする請求項１記載の画像読取装置。
【請求項３】
　前記複数の駆動回路の一つは、前記照明手段のすべての照明光源を点灯する能力を有す
ることを特徴とする請求項１記載の画像読取装置。
【請求項４】
　前記検出手段により、故障している駆動回路が検出された場合は、前記駆動回路の交換
をユーザに促すメッセージを表示する表示手段を備えることを特徴とする請求項１乃至３
のいずれか１項に記載の画像読取装置。
【請求項５】
　前記照明光源は、複数のＬＥＤを直列接続された光源を含むことを特徴とする請求項１
乃至４のいずれか１項に記載の画像読取装置。
【請求項６】
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　原稿を載置する載置手段と、
　主走査方向に直線状に配置される複数の照明光源を有すると共に副走査方向に移動しな
がら前記載置手段に載置された原稿を照明する照明手段と、
　前記照明手段により照明された原稿から前記原稿の画像を読み取る読取手段と、
　前記読取手段により読み取られた画像の画像信号を外部に送出する送出手段とを備える
画像読取装置において、
　前記複数の照明光源のうち故障している照明光源を検出する検出手段と、
　前記検出された故障している照明光源以外の照明光源で読み取り可能な画像に合わせて
画像信号を送出するように前記送出手段による画像信号の送出タイミングを制御する制御
手段とを備えることを特徴とする画像読取装置。
【請求項７】
　前記検出手段により検出された故障している照明光源以外の照明光源で前記載置手段を
照明して画像の読み取りが可能な範囲をユーザに通知する通知手段を備えることを特徴と
する請求項６記載の画像読取装置。
【請求項８】
　前記送出手段は、前記検出された故障している照明光源以外の照明光源で読み取り可能
な画像のみを外部に送出することを特徴とする請求項６又は７に記載の画像読取装置。
【請求項９】
　前記検出手段により、故障している照明光源が検出された場合は、前記照明手段の交換
をユーザに促すメッセージを表示する表示手段を備えることを特徴とする請求項６乃至８
のいずれか１項に記載の画像読取装置。
【請求項１０】
　前記照明光源は、複数のＬＥＤを直列接続された光源を含むことを特徴とする請求項６
乃至９のいずれか１項に記載の画像読取装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上述の目的を達成するために、請求項１記載の画像読取装置は、主走査方向に直線状に
配置される複数の照明光源を有すると共に副走査方向に移動しながら原稿を照明する照明
手段と、前記複数の照明光源にそれぞれ接続されると共に当該接続された照明光源を点灯
させるための複数の駆動回路と、前記照明手段により照明された原稿から前記原稿の画像
を読み取る読取手段とを備える画像読取装置において、前記複数の駆動回路のうち故障し
ている駆動回路を検出する検出手段と、前記検出された故障している駆動回路に接続され
た照明光源を故障していない駆動回路に接続する切り替え手段とを備えることを特徴とす
る。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上述の目的を達成するために、請求項６に記載の画像読取装置は、原稿を載置する載置
手段と、主走査方向に直線状に配置される複数の照明光源を有すると共に副走査方向に移
動しながら前記載置手段に載置された原稿を照明する照明手段と、前記照明手段により照
明された原稿から前記原稿の画像を読み取る読取手段と、前記読取手段により読み取られ
た画像の画像信号を外部に送出する送出手段とを備える画像読取装置において、前記複数
の照明光源のうち故障している照明光源を検出する検出手段と、前記検出された故障して
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いる照明光源以外の照明光源で読み取り可能な画像に合わせて画像信号を送出するように
前記送出手段による画像信号の送出タイミングを制御する制御手段とを備えることを特徴
とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明によれば、故障している駆動回路に接続された照明光源を、故障していない駆動
回路に接続するように切り替えるので、照明光源の駆動回路に故障が発生しても、正常な
読み取り画像を得ることができる。
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